
学習指導案(略案)

１．単元名（教材名）
器械運動 「マット運動」

２．本時の学習
（１）本時の目標と評価規準

（２）本時の評価基準（評価の観点は学習内容に合わせて適宜、加除修正してください。）

（３）ICT の活用と期待される効果

※以下の研究内容を参考に、授業の中で「ICT の活用」の場面を組み込んでください。

目標 仲間の課題や出来映えを伝え合い、開脚後転をより美しく回転することができる。

評価規準 仲間の課題や出来映えを伝え合い、開脚後転をより美しく回転することができている。

Ａの評価基準 Ｂの評価基準 Ｃの生徒への手立て

（評価の観点①）

思考・判断・表現

提示された動きのポイン

トやつまずきの事例を参

考に、仲間の課題や出来

映えを具体的に伝えてい

る。

提示された動きのポイン

トやつまずきの事例を参

考に、仲間の課題や出来

映えを伝えている。

仲間の出来映えを、前回

のポイント発見シートの

言葉を使って、伝えられ

るようにする。

ICTの活用の概要 期待される効果

①学習ノートの記入

②ジャムボードで技のポイントをまとめる

③動画を撮影して、ペアの褒め・アドバイスポイ

ントを伝える

④ウゴトルの活用

①前時の振り返りやポイント、アドバイス等をす

ぐにふり返ることができる。

②たくさんの意見を短時間で、みんなで共有する

ことができる。そうすることで、運動量の確保

に少しでも時間を回すことができる。

③動画を停止させて「このときの…」など、相手

に伝えやすくなる。また、自分の技を視覚的に

分析することができる。

④練習前と後とを比較することで、自分の成長を

確認することができる。

日 時：令和５年１０月１９日（木）４校時

場 所：倶知安町立倶知安中学校 格技室

生 徒：１年Ｄ組

男子１６名 女子１４名 計３０名

授業者：齋藤 一真

【研究内容】

・教師自身の ICT力向上→使ってみやすい ICT
～校内研修などで、ICTを用いた授業やアンケートなどを実践する。（まず、多様な ICT
の活用方法に触れ、手数を増やす！）

・身に付けさせたい力に即した ICTの活用→力を育てやすい ICT
～授業で ICTを活用したことによって、身に付けさせたい力が身に付いたかを検証し、
効果的な活用力を向上させる。（増やした手数を実践！レベル別課題を出す、などの実

践結果がわかるかも）

・「やすさ」を広げる工夫→学びやすさ、教えやすさ UPで皆幸せ
～板書データ保存で振り返りやすさ UP・見やすさ UPで授業の参加しやすさ UP



（４）本時の展開

※（３）「ICTの活用」の場面や、授業のポイントを太字にするなどして強調してください。

生徒の活動 教師の活動 形態
■指導上の留意点

○生徒の活動
◆予想される生徒の考え

▽教師の活動

導 入
10
分

〇挨拶
〇準備運動
〇ストレッチ（ﾍﾟｱｽﾄﾚｯﾁ）
〇補助運動
①前転 ②後転
③開脚歩き ④開脚立ち

〇学習ノートの記入【ICT①】
〇本時の課題の確認

▽ペアの確認
▽前転・後転のポイントを確認
してから行うように指示。

■膝の曲げ・伸ばし
のタイミング

展 開
35
分

〇前回のポイント（ジャムボー
ド）を確認【ICT②】
①回転前 ②回転中 ③回転後
・どんな付箋があるかを確認
する。

〇開脚後転の練習
・付箋を参考にしながら練習

〇ペアで交流
Ａ：開脚後転の練習
Ｂ：Ａの褒めポイント１つ

アドバイス ２つ
を見つける

〇ポイントを整理する
・３分割それぞれのポイント
を整理する

①◆手をしっかり使う
◆勢いが大事（スピード）

②◆手でしっかりと支える
◆足曲げない。開脚する。

③◆手でしっかりと押す。

〇開脚後転を撮影して比較
※自分のタブレットでペアに
撮影してもらう。

※前回撮影した動画と今回の
動画をウゴトルで比較す
る。【ICT④】

▽男女の各シートを１枚のシ
ートにまとめ、それを見なが
ら①～③の各ポイントを確
認させる。

▽付箋の色分けを説明する。

▽ジャムボードの付箋がすぐ
に確認できるようにする。

▽練習と交流の時間を明確に
する。

▽タブレットの活用
・ペアの動きを撮影して、動画
を見ながらアドバイスする。

・見本の動画を見ながらアド
バイスを見つけたり、説明し
たりする。【ICT③】

▽付箋や生徒からの発言を大
切にする。

▽整理したポイントを意識す
るように指示をする。

一斉
個人

個人

ペア

■タブレットに注意

○評②提示された動き
のポイントやつまず
きの事例を参考に、仲
間の課題や出来映え
を伝えている。
【思考・判断・表現】

■なるべく生徒に伝
わる（記憶に残る）言
葉で示す。

終 末
5
分

〇本時の振り返りを行う。
〇学習ノートに記入【ICT①】

課題
技の出来映えを仲間と見合って、開脚後転のポイントを整理しよう。

まとめ

①【開 脚 前】両手を準備して、勢いをつける

②【回 転 中】両手で支えたら、ひざを伸ばして、足を広げる

③【回 転 後】両手でマットをしっかりと押す

振り返り
本時の学習で、理解したことや仲間からのアドバイスを学習ノートに記入する。



【補足説明】

⚫理想は前回と今回の授業が１授業（５０分間）の中で完結されると良い。

今回は、ＩＣＴの操作の説明や生徒のＩＣＴの活用速度等に時間を設けたため、２授業（５０分間×

２）となった。

⚫ジャムボードに①～③の各まとめポイントを付箋で貼っても良かったが、いつでも見返すことのでき

るように、意図的にホワイトボードに記入した。

⚫最後のウゴトルで開脚後転の練習前と後の比較（並べる・重ねる）した動画は、デジタル教科書に貼

り付けて、２・３年次にマット運動を行う際のふり返りやポイントの確認に使用する。

⚫ＩＣＴを使用することによる、運動量の確保が課題である。

（活動する場面・交流する場面・ＩＣＴを使用する場面のバランス）


